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系列情報処理における個々人の内的基準の所在について

小西忠男・大西菊太郎・吉牟由美加

A Study on the Individual Inner Criterion in 

Serial Information Processing 

Tadao KONISHI Kikutaro OHNISHI Mika YOSHIMUTA 

緒 言

我々が何らかの運動を遂行しようとする場合、

まず、その運動のイメージが中枢神経系におい

て形成され、そのイメージにもとづいた指令が

効果器系へ伝達される。熟練された運動の場合

には、そのイメージと実行動作との聞にずれは

認められないが、一般的には両者の聞に何らか

のずれが認められ、乙のずれを減少させる方向

に学習がなされる。乙のような運動学習事態に

おいて取り扱われる運動のイメージという概念

は、自己の運動の内容を修正していくための目

標あるいは基準として考えられており (1)運動の

遂行時および遂行後もたらされるフィードパッ

ク情報と比較検討される。産業ロボットなどの

自動制御工学における制御システムでは、制御

の目標値あるいは基準は、外部からの基礎入力

によって決定されるが (p人間の運動制御システ

ムにおいては、感覚器系からもたらされる情報

が中枢神経系において処理、統合されて運動制

御の目標値あるいは選準となる運動のイメージ

が形成されるO 本論文では、乙のような運動の

イメージが形成される前提として、情報処理プ

ロセスの中で個々人特有の処理方法あるいは韮

準が存在するであろうと考え、系列情報処理に

関する学習実験の結果からその所在を明らかに

することを試みた。

研究の手続き

運動行動における出力パターンは、効果器系

におけるいくつかの運動の様式 CMODE)を時

間軸でつないだものであると考えられ、使用さ

れる運動の様式とその順序性、ならびにその順

序聞における時間配分をその構成要素としてい

るfjしたがって、運動課題解決に必要な入力情

報は常に次の3つの意味を持っているわけであ

る。

1) 使用する効果器の種類を決定するための

情報

2) 使用するいくつかの効果器の作動11民序を

決定するための情報

3) その作動順序における時間間隔、特にタ

イミングを決定するための情報

このような観点から被験者に呈示する系列情

報が作成された。また、系列情報の順序に関す

るパターンとして、一般的に、 RUNS、TRILL、

REPEτ1τlONがあり、その{也をRANDOMと
(4) 
した。また、被験者の情報処理プロセスの特徴

を把握しやすいものにするという点から、情報

の種類はコンピューターのディスプレイ画面に

横 1列に表示された点滅する10個のボックスと

し、視覚による位置変化の情報として処理させ

た。さらに、情程呈示の時間間隔は600msで

一定にセットした。なお、位置変化の情報に数
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概念の情報を付加した実験群も設定し比較検討

しTこ。

具体的な実験装置としてPC-9801VXパーソ

ナルコンビュータを使用し、情報の呈示ならび

に反応の分析は独自に作成したプログラムソフ

トを用いた。被験者tζ呈示された系列情報はデ

ィスプレイ画面上の10個のボックスを左から/1民

に1から10までナンバーリンクーすると、 2-4

-3-6-4-8-7-8-5-9-4-10-

3-4-5-1の16個の情報で構成されており、

R UNS (3 -4 -5 )、 TR1LL(8 -7 -8 )、

RUNSの変形(1-2-4-3-6-4-8)

が含まれているγまた、 RANDOM情報は、
RANDOM1ZE (-12563 ) 

FOR 1=1 TO 20 

P=1NT CRND* 10)+1 

PROB$CI)=MID$CSTR$CP)， 2， 

LENCSTR $ CP))) 

NEXT 1 

で発生させた 1から10までの数字240個で構

成されている。なお、被験者はディスプレイ画

面上の10個のボックスの点滅に合わせてキーボ

ード上の10個のファンクションキーを押すという

作業が課せられた。なお、被験者には事前に表

-1 fC示したメッセージが与えられ、反応した

キーの種類と反応速度が記録された。

表-1 被験者へのメッセージ

乙のプログラムは次のようになっています

山 画面上にファンクションキーに対応す

るボックスが表示されます。

(2) 赤く光った部分に対応するキーを押し

てください。

(3) なお、押し間違いがあっても訂正はで

きません。

(4) 焦って打ち直しをすると、それは次の

問題への回答と見なされます。

(5) もし、次に光る場所がわかれば、問題

が提示される前にキーを押しでも構いま

せん。

(6) 出来るだけ、早く正縫に回答して下さ

し、。

被験者は、広島文教女子大生20名で、 5名づ

っ4つの実験群に分けられた。実験の期間は、

1988年7月4日-6日の 3日間であるo

実験群ならびに実験条件は下記の通りである。

1) 定型クーループ

A) 呈示情報の内容……16個の系列刺激を

600msのインタパルで20函連

続呈示し、それを 1分間の休憩

をはさんで 5回繰り返す。

B) ディスプレイの条件……

定型(図-1参照)

2) 外乱グループ

A) 呈示情報の内容……16個の系列刺激を

600 msのインタパルで20団連

続呈示し、それを 1分間の休憩

をはさんで 5回繰り返す。

B) ディスプレイの条件…

外乱(図-2参照)

3) ヌJレクーループ

A) 呈示情報の内容......16個の系列刺激を

600 msのインタパルで20団連

続呈示し、それを 1分間の休憩

をはさんで5回繰り返す。

B) ディスプレイの条件……

ヌル(図-3参照)

4) ランダムクツレープ

A)呈示情報の内容……240個のRANDOM

刺激を600msのインタパルで20

団連続呈示し、それを l分間の

休憩をはさんで5回繰り返す。

B) ディスプレイの条件……
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定型(図-1参照)

以下の条件下で、被験者は各グループとも 3

日間キー押し作業の学習を行った。

図-1 定裂

DrSPLAY 

日回目白目白日目回目

回目回目回目回目回目

図-2:ヌル

口口口口口口口口口口
KEYBOAD 

回目回目回目回目回目

図-3 外乱

DrSPLAY 

回目白回目回目白日日

RANDOM条件下では600msのインタパルで呈

示されるRANDOM刺激に追従していくのが精

い叩ぱいの状況がみられ、最初から最後のセッ

トまで正反応率は50%台で推移している。また、

定型夕、百ループと外乱グループの正反応率は、徐

々に高くなり安定していくが、ヌルク事ループで

は学習のプロセスに波があり、 1度誤反応が生

じると連続して生じる傾向が認められた。さら

に、外乱グループでは、ディスプレイ上の数字

表記と、キーボード上の数字表記が異なってい

るため、第 1、第2セットまでは定型グループ

よりも正反応率がかなり低くなっているが、 3

セット目あたりからむしろ高くなっている。し

たがって、ある程度学習が進むと数字表記の違

いは外乱の要因とはならなくなると思われる。

表-2 正答率推移表
安彰
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80 
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50 
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結果ならびに考察

表-2は、各グループの正反応率の推移を表

したグラフである。乙のグラフの横軸は16個の

系列刺激呈示を20回繰り返した時点、または、

RANDOM刺激呈示を240回繰り返した時点を

lセットとして整理している。乙のグラフを見

ると、系列刺激を呈示したグループはいずれの

条件下でも 4セットの学習を行えば正反応率は

80必を上回っており、呈示された系列刺激パタ

ーンが把握された乙とがわかる。しかしながら、

。。 10 

表-3のグラフは、各クツレープの正反応時に

おける反応時間の推移を示すものである。この

グラフに示されているマイナス時間反応は、対

応する刺激呈示がなされる前に反応キーが押さ

れたことを示しており、明らかに見越し反応と

考えられるものである。また、人間の通常の単

純反応時間は300ms以上であり、それ故、プラ

ス時間反応の場合でも300ms以下であれば見越

し反応として捉える乙とができる。

乙のグラフをみると、系列刺激が呈示された

グループではいずれも学習が進むに連れて見越
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し反応が顕著になっている。特に正反応率が80

勿を上回った4セットにはヌル・外乱グループ

ともに-900ms以上になっており、ほとんどの

反応が記憶された系列刺激パターンによって行

われたことを表している。ただし、外乱の2セ

ット目でのマイナス時間反応は、正反応率が低

いことを考慮すると、間違った系列刺激パター

ンを記憶して反応がなされたか、正反応よりも

反応スピードを重視して反応がなされたものと

恩われる。また、 RANDOM刺激を呈示された

グループは、 1セット目から10セット目まで反

応時聞にほとんど変化がなくいずれも 300ms 

以上の時聞が記録されている。乙れは正反応率

の推移で説明した乙とと同様の結果として考え

る乙とができ、当然の乙とながら見越し反応は

RANDOM条件下では不可能となっている。

表-3 反応時間推移表

15日日

12日。

-ー司定 型ートー-

0---。ヌ

.-ー外乱 i

x・・・・-xランダム 1 
900 

600 

図説ヰネ以よ300 

300 

600 

-900 

10 

表-2、表-3で示されたグラフはいずれも

乙れまでの系列反応実験の結果と同様の結果を

示しており、ディスプレイの条件を変えても比

較的短期間に学習が成立する乙とがわかった。

次に、被験者が系列刺激パターンの内容を学

習していくプロセスを明らかにするために、 16

個の各刺激に対する反応時閣の変化を 1セット

目から10セット目まで時系列にそって整理した。

その結果、被験者の学習プロセスには次の4つ

のタイプがある乙とがわかった。
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1) RUNSの系列を手がかりとして学習した
者(表-4参照)...・H ・..4人

2) TRILLの系列を手がかりとして学習した
者(表ー 5参照)...・H ・..2人

3) RUNSとTRILLの2つの系列を手がかり
として学習した者(表-6参照)…… 2人

4) 系列の内容を手がかりとせず呈示された

刺激の順序どおりに学習した者

(表ー 7参照)…… 7人

(表-4) RUNSを手がかりとした学習者の系
列反応時間推移表

表-4-1

ms 
12自由

z \一一/~/ハ\~\、〉
調

日

制

叩

2 4 3 6 4 8 785  941日345 1 

表-4-2

ms 
12目目

9OO 

6 OO/¥/〆/¥¥

湖一~ ¥/  

白

羽

翻

2 436  4 8 785  9 ~日 3 4 5 1 

表-4-3

ms 
12由自

捌

側

棚

田

叩

叩

f ノ/¥)¥ー--

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 1日3 4 5 1 
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表-4-4 表-4-8

ms 

1200 

9自由

6目白

3日目
/、、、

o ---_______ ~------ー~------一一一\』ー一一

ms 

12日目

9目自

6自由

初日

B 

-3日B

-6自由

-3日目

-600 

2 4 3 G S 門 8 5 ヨ 4 日:3 4 5 { 2 4 3 E; ~ S .， 8 ') 9 4 10ご 4 5 1 

表-4-5 表-4-9

問

調

澗

棚

棚

田

湖

捌

戸♂-----ー¥」~J

町B

1200 

9OO 

6OO 

3図

自

-3飽

-600 

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 10 3 4 5 1 2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 10 3 4 5 1 

表-4-6 表-4-10
ms 町百

12自由 1200 

90目 900 

6日目 6OO 

3日目 3沼自
、、~一、一--

自 日

-300 ー銀自

-6日目 -6自由

2 4 3 6 4 8 7 859  4 日3 4 5 1 2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 1日3 4 5 1 

(表-5) TRILLを手がかりとした学習者の系
列反応時間推移表

表-4ー7 表-5-1

ms ms 

121犯 12自由

鋪由 91閲

~\ーノー /¥ ---切自 何百

3O0 3日目

日 日

-30目 -3自由

-600 -60日

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 10 3 4 5 1 2 4 3 6 4 878  594  1白3 4 5 1 
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ms 
12日目

91白目

r....--.. -... ¥/¥‘ 
6日目 ，../..--一一一一、¥ '~-
-~\ノ

3OO V 

日

抑

制

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 日34 5 1 

q
U
 

5
 

表

町宮

1200 

z /JV¥/¥/  
議犯

日

制

棚

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 1日3 4 5 1 

表-5-4

ms 

1200 

90目

6自由

3日間

-J/\ー/ヘ〉f\~.\\
-6日目

2 4 364  8 7 8 5 941日3 4 5 1 

5
 

R
M
 

表

ms. 

121犯

鎖国目

棚 /¥///、¥

300 ---¥-/ー一' ¥'.，/"" .... ------ --

白

調

蜘

2 4 364  8 785  941日345

-46一

ms 

12目白

9沼田

E唱目

表-5-6

一/¥¥
3日目 .//ー一一一九九一一/ ¥ー) 、、L ー

一日
-3日自

-600 

24364878584 1[13451 

ms 
121犯

9四

問団自

3自由 ~、-/

日

-，珊

イ沼田

表-5-7

¥¥¥'---・

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 10 3 4 5 1 

ms 

12由目

9目白

6日目

表-5-8

日
初日 ーー一戸/---ーヘ\一一一---一一~/\\九一戸

-300 

-6日四

2 4 364  8 7 8 5 9 4 1日3 4 5 1 

m:. 

12飽

9日目

関白

300 
..--

自

-3日o

-6自由

G
M
 

5
 

表

.-へ、 、
ー一

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 1目3 4 5 1 



表-5ー10

小西・大西・吉牟田:系列情報処理における個々人の内的基準

表-6-4
ms 
120日

9日目

6日目

3自由
一一一---、 一一戸ー ¥ 一日 一十 一一九九------ーー )一一

-300 

-6日目

2 4 3 6 8 7 B ち 9 4 1日:; 5. 

(表-6) RUNSとTRILLを手がかりとした学
習者の系列反応時間推移表

表-6ー 1

ms 

12日目 /f¥¥ //---へも¥、

f¥」 J/、/、91'1目

6日目 ノ

3日目

白

-3自由

-6自由

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 10 3 4 5 1 

表-6-2
ms 
12日目

9日o

50目

沼田

日

-300 

-6日H目

/r--/¥/(〉/¥¥/

2 4 3 6 4 8 7 859  4 1日3 4 5 1 

表-6-3

ms 
12自由

明

叩

羽

目

湖

棚

¥J  

2 4 3 6 4 8 7 S 5 9 4 ls S t. :' 

¥./ノ

町白

'C目目

澗

制

調

日

潤

制 ¥ 

2 6 4 8 7 8 5 9 4 1O 3 4 5 1 

表-6-5

ms 
12自由

9日目

600 ~\.~.-
¥ 

--、‘ー/、/

3日目

日

関

関

2 4 364  8 7 8 5 9 4 1日345

表-6-6

ms 
12目目

9町田

6日目 ー/¥、(一、~

3回目 一ー¥ノ/ー ¥¥/ ー へ¥¥

何

回

伺

U

何
回

何
回

m
U

3

6

 

-
-

2 4 364  878  5 941日3 4 :1 

表-6ー7

ms 
12OO 

9日目

50目/¥ノ、

30O /¥_/'"¥  
ハ-----一

日一~、~ ¥¥〉/

-3目白

-61謁

2 4 3 6 4 8 7 8 5 941日3 4 5 1 
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表-6-8 表ー7-2

ms ms 
1200 120目

90悶 9O0 

600 600 ----一一一開唱眠-・一一一-ーーー『戸甲唱-ーーーー・-・、ー-、ー『園、

300 3白目

日 ザー/〆 日

ー羽田 -31関

-6日目 -600 

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 10 3 A 5 1 2 4 3 6 4 S ';" 8 5 9 ~ lO 3 5 1 

表-6-9 表-7-3

ms ms 

ld犯 120日

9自由 90目

6自由 6O日

3O日 初日

日 日

-3目目 -3自由

ー邸犯 ー邸調目

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 10 3 4 5 1 2 4 364  8 7 859  4 1日3 4 5 1 

表-6-10 表-7-4
ms ms 
12自由 12日目

so0 9由自

6OO 6OO 

忽抱

一ー一一~\---一一一-----一一
300 

日 日

-3日間 -300 

ー卵白 ー邸a
2 4 3 6 4 8 7 B 5 9 A 10 3 4 5 1 2 4 364  8 7 859  4 1日3 4 ~. 

〔表一7)呈示された刺激の)1買序どおりに学習

した者の系列反応時間推移表

表-7ー 1 表-7-5

ms ms 

1200 12飽

9自由 9飽

関西 ーーー戸-ーーーー--ーヨE【_...------ー-ー---ーーー、ーー』一一一一自由回目-一ーーーーーーー、-目白ーーーー 6日目

3自問 3O0 
、¥」ーー//ノーーー¥¥~、、一ー/，/一一一ー~、、一一~一

日 日

-3自由 -300 

-600 -6日目

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 10 3 4 5 1 2 3 6 4 8 7 B 5';' 10 3 ~ 5 
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ms 

12日目

9O悶

6O日

表-7-6

3目呂 /'""'-...... ¥¥、 ，~一.-'\、/
¥ / ¥、一-，/'ノ，/'〆， ¥争争--

! r E 、¥、--'‘JJ

-3日目

-6日目

ms 

121犯

鈎目

ぬ8

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 10 3 4 0' 1 

表-7ー7

て~ー/ヘ'-----//--ヘ¥ー
-30司

令飽

1200 

9OO 

6OO 

ms 

2 4 364  8 7 8 5 9 4 1日345 1 

表-7-8

3Ø目~\
/ ¥ /ー一一---........---ー¥、、
日 ¥」ー/¥

-300 

ー銃犯

2 4 3 6 ~ 8 7 8 5 9 4 1日3 4 5 1 

表-7-9

6関

J 、(¥¥
4沼田

2 4 3 6 4 8 7 8 5 9 4 IO 3 4 5 

ms 

1200 

9目目

6日目

3目B

表ー7-10

o r一一一司-一『¥¥¥¥‘へ¥、、-¥¥¥-、，/'---戸、
-寸3ω\~/

-6日目

島、、、"，、-、-、、
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乙れらの結果は、被験者が乙れまでの学習経

験によって獲得した情報処理の個有の万法を示

していると考えられ、同じ情報が個々人によっ

て異なったプロセスで学習されている乙とを表

している。被験者数が少ないため統計的な観点

からの分析はできないが、一般的に情報の内容

を順次的に処理しようとする傾向、反復される

情報を中心に処理しようとする傾向、また、呈

示される情報の構造とは無関係に 1つlつ呈示

される順序のまま学習してい乙うとする傾向が

認められ、乙れらの傾向が個々人の情報処理に

対する準備体制あるいは内的基準と深く関係し

ていると思われる。

事吉 論

本研究では、従来の実験装置にかわり市販の

マイクロコンビューターを実験装置として用い

たことにより、実験の内容がプログラムソフト

の変更により容易に多様化出来ると同時に、一

度に多くの被験者を処理出来るようになった。

したがって、より複雑な情報処理に関する実験

が可能になり、また、被験者の実験環境も一定

の条件ドに設定する乙とが容易になった。今回

の研究は、乙のような実験装置の改良を伴って

いるため、従来の実験装置と本実験装置との結

果に差違はないか、何か不都合な点はないかを

健かめる乙とが第1の課題となった。乙の点に
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ついては、系列情報処理に関する一般的な学習

実験を実施し、そのデータを従来のものと比較

倹討した結果、差違は認められなかった。また、

実験のプロセスで反応キーの位置が接近してい

る乙とによるダブルタッチが懸念されたが、プ

、ログラムソフト上の処理により回避された。

以上の予備実験の段階をへて、本研究では次

の点が明らかになった。

1) 1から10までの数字を情報の内容とした16

個の系列情報を学習させた結果、 80試行で80

必以上の正答率を示した。乙れは従来の系列

情報処理に関する学習実験の結呆と同様の結

果を示しており、従来の実験が10個の系列情

報を取り扱っているのと比較すると、人間の

系列情報処理に関してはかなり多くの情報で

も比較的短期間に学習できる乙とを示してい

ると考えられる。したがって、今後より多く

の要素を組み合わした系列情報プログラムの

学習実験を実施し、その結果から人閣の系列

情報処理の学習段階およびその限界について

明らかにしていく必要があると思われる。

2) 人間の系列情報処理に関する学習プロセス

には、結果及び考察において指摘した4つの

タイプがある乙とがわかったが、乙れらの結

果は被験者がこれまでの学習経験によって獲

得した固有の情報処理方法を示していると考

えられ、同じ情報が個々人によって異なった

プロセスで学習されている乙とを表している。

乙のような個々人特有の情報処理傾向は、個

々人の運動イメージ形成に少なからず影響を

及ぼすと考えられ、知覚一運動学習事態にお

ける視聴覚による情報提示の内容及び万法に

ついて、教師がこの点を十分考慮する必要が

ある乙とを示唆している。

なお、本研究では、被験者が小数であったた

め統計的処理に問題を残した。また、新しい実

験装置の導入により予備実験的な側面も加わっ

た。したがって、今後、さらに様々な実験条件

下での情報処理に関する実験を繰り返して、人

間の情報処理に関する一般的機序を明らかにし

ていきたい。
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